
３．交通拠点性を生かした都市活力の向上

（２）地域に根ざした商工業の活性化

（評価担当者）

産業建設部長 大澤 哲也

■基本施策が目指す姿
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■市民アンケート調査
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施策評価シート（平成29年度）

　市内事業者が、地域に根ざし活発な経営を行っています。
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■総合評価

外食や宴会等を行う場所が充実している

　現在行っている創業セミナーと創業融資にかかる資金繰り支援に加え、新たに設けた、亀山市立地適正化計画における都市機能誘導区域
内にある空き店舗や空き家等を改装して開業をする事業者に対し、店舗改装費用の一部を補助する亀山市空き店舗等活用支援事業補助
金制度を、広報やＨＰ、さらには亀山商工会議所と連携し、様々な情報媒体を通じ、情報を発信し、制度の普及啓発に努める。また、若者・女
性の創業、及び飲食に関する創業等について支援内容充実の検討を行う。
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まずまず進んでいる

　新たなビジネスの創出は、創業件数5件と順調に施策を推進できており、個別判定をＡ評価としている。空き店舗等の
活用支援制度設計などにぎわいのある商業地域の形成、商工会議所や商業団体など多様な主体による一体的な取り
組みの促進、創業資金利子補給制度の創出など市内事業者の経営力の向上については、それぞれ、まずまず推進で
きており、Ｂ評価としている。また、基本施策に設定する成果指標においても、実績が出ていることから、基本施策が目指
す姿にまずまず近づけることができていると考えられ、総合判定をＢとした。

左記の総合判定とした理由

反省点・課題

　本市の発展の中心的な役割を担う市街地の活性化を図るため、空き店舗等の解消による商業の活性化及びにぎわいの創出が必要であ
る。
　若い世代の地方志向や女性活躍に対する機運が高まるなか、こうした層が活躍できる環境づくりを進めていく必要がある。また、外食を行う
場所に関して市民満足度が低い現状がある。

今後の展開方針
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（施策の方向に関する評価）
施策の方向①　　にぎわいのある商業地域の形成

/

/

施策の方向②　　多様な主体による一体的な取り組みの促進

/

/

施策の方向③　　市内事業者の経営力の向上

/

/

施策の方向④　　新たなビジネスの創出

/

/
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17062 創業等支援事業 主 1,814

（個別判定）

Ｂ
まずまず進んでいる
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団体支援事業（商工業振興事業）
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　商店街の各個店が講師となり、専門性を活かし、専門
的な知識や情報、コツを無料で講義する亀山まちゼミを
支援し、情報発信するとともに、市内中小商業活性化を
図った。
　また、「亀山大市」（亀山市商業団体連合会主催）を支
援し、商業団体の連携強化に努めた。
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【左記の活動により、施策は推進できているか】

　個店の存在や特徴を情報発信するとともに、個店同士
の連帯感形成及び人材の育成につながっている。さら
に、商業団体等と連携し、多くの来訪者を呼び込むことに
より、商店街が持つ潜在的な魅力を発信しており、まずま
す施策の推進が図れている。

Ｂ Ｂ

区分 予算額/決算額 [千円] 活動 成果

　空き店舗の活用における、空き店舗等活用支援事業
補助金交付制度に向けての調整を亀山商工会議所と
協議を行い、制度設計を行った。

標

　｢空き物件情報バンク｣を運営する亀山商工会議所と
連携して、亀山市立地適正化計画に位置付ける都市機
能誘導区域において、空き店舗等の活用を促進すること
により、まちの魅力を向上させるにぎわいのある商業地域
の形成に向け、まずまず推進を図れている。

評
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区分 予算額/決算額 [千円] 活動 成果

12,820 12,640

【左記の活動により、施策は推進できているか】

活動 成果

Ａ Ａ

内容

事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円]

　空き店舗等活用支援事業補助金の制度設計

　市内での創業者に対し、平成29年度に亀山市創業資
金利子補給制度を創設した。創業資金融資にかかる保
証料及び利子の一部を補給することにより、スタート段階
における創業者の負担軽減と経営の安定を図った。

　小規模事業者に対する既存の利子補給制度、保証料
補給制度に加え、創業資金利子補給制度を創設し、制
度充実を図った。さらに制度利用者を増加させるため、
亀山商工会議所等の関係機関と連携し、市内事業者の
新たな事業展開や経営力向上に向けて、まずまず推進
できている。

まずまず進んでいる
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【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ａ
　市内での創業予定者や創業後間もない事業者を対象
に、専門家を講師とした創業セミナーや個別相談会を開
催した。

　平成29年度における創業件数は5件である。（創業セミ
ナー開催時からの受講者による市内での創業は累計で
12件）
　平成29年度開催の創業セミナー受講者17名は、当該
年度中の創業にまでは至らなかったが、創業に関しての
スキルを習得したことにより、今後の創業が期待できるこ
とから、新たなビジネスの創出は推進できている。
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17062 創業等支援事業 主 1,814 1,375 Ａ Ａ

7006 一般事業（商工業振興事業） 標 5,540 3,520 Ｂ Ｂ
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　行政情報番組における創業に関する特集番組の放送 Ａ Ａ


